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節分を過ぎると立春。春とは名ばかりでまだまだ真冬のように寒いです。でも「寒い、寒い」と言って

いるのは大人だけで子どもたちは薄着の習慣が身に付き、鬼ごっこ、縄跳び・砂遊び・集団遊びなど、

楽しそうに元気いっぱい遊んでいます。 

早いもので進級・卒園まであと二ヶ月です。幼児組は、縦割り保育の活動の中で、異年齢児交流

が多いため、風組と海組は進級を楽しみにしながらも「空組のお兄さんお姉さんとお別れするのが淋

しい」と言っています。乳児組の子どもたちも一つ大きなクラスになることを子どもながらに感じ取って

いるようです。各クラスで生活するのもあと少しですので、一日一日を大切にお友達や職員と一緒に

充実した保育を進めてまいります。まだまだ寒い日が続きますので、体調を整えてこの冬を乗り切りま

しょう。 

 

 

                                   

 

日 月 火 水 木 金 土 
    

 
1 
全園児頭しらみ検査 

2 
節分集会 
 

3 
 

4 5 
0 歳児・1 歳児 
懇談会 

6 
2 歳児懇談会 
幼児体育指導 
3 歳児お弁当デー 

7 
布団乾燥    
3 歳児懇談会 
 

8 
幼児音楽リズム 
3 歳児食育活動   
4 歳児懇談会 

9 
5 歳児学校見学 
(国分寺市立第四小学校)  
5 歳児懇談会 

10 
 
 
 

11 12 
振替休日 

13 幼児体育指導 
(5 歳児ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙ大会) 
0 歳児身体測定 
5 歳児お弁当デー  

14 
1 歳児身体測定 
 

15 
 

16 
5 歳児調理保育 
(カレー作り) 
2 歳児身体測定 

17 
 

18 19 
幼児身体測定 
 

20 
幼児体育指導  
4 歳児お弁当デー 

21 
布団乾燥 

22 
幼児音楽リズム 
2 歳児お弁当デー 

23 
2 歳児調理保育 
(パンケーキ作り) 

24 
 

25 26 
2 歳児歯みがき練習 
 

27 
幼児体育指導 
 

28 
5 歳児ﾃｰﾌﾞﾙﾏﾅ  ー
0 歳児健診 

 

～2 月の避難訓練について～ 

２月の避難訓練（火災）は、予告なしの訓練を実施 

します。いつでも非常ベルの音を聞いたら、自分の身を 

守ることが出来るように、何をすればよいのか各年齢 

で、日頃から子どもたちと職員が話し合っています。 

２月は、そんな日頃の成果が発揮できるのか確認しな 

がら子どもたちには予告なしでの訓練を実施し、もしも 

の時に備えいろいろな訓練方法をおこなっていきます。 

   
 

平成 30 年 1 月 29 日 

西国分寺保育園 
園長 奥野かよ 

 

～ お 知 ら せ ～ 
毎年、この時期になると年長児空組は、卒園前に

いろいろな経験や体験をします。2 月 13 日の年長

児空組の体育指導はドッジボール大会を開催いた

します。法人内の北保育園（国立市）の年長児が

来園し、空組とドッジボールやリレーをしたり体育指

導後はホールで一緒に昼食を食べます。食後は、

空組保育室で一緒に遊んだり楽しいひとときを過ご

して他園の子どもたちとの交流を楽しみます。 

 

 

 

 

＜２ 月 行 事 ＞ 

～空組テーブルマナーについて～ 
２月２８日は松柏軒レストランの料理長をお招きし、 

年長児空組の子どもたちが料理長から箸の使い方や

実際にレストランの洋食メニューの食事をしながらスプ

ーンやフォークの持ち方など食事のマナーを教わりま

す。当日は、ホールが“西国レストラン”に変身です。 

空組は、いつもと違う雰囲気の中、おしゃれな服装でテ

ーブルマナーに参加します。今からとても楽しみにして

いる空組の子どもたちです。当日の様子は、ホームペ 

ージに掲載しますので、是非ご覧ください。 

～空組の小学校見学について～ 

年長児空組は就学に向けて小学校へ訪問し在校

生との交流や実際に教室に入って授業体験をしま

す。在校生が学校内を案内してくれたり、小学生の

お兄さんお姉さんと一緒に過ごします。1 月から当園

から徒歩圏内の小学校を見学しています。国分寺

市立第四小学校、第五小学校、第九小学校の３校

に分かれて訪問し、小学校生活がスムーズに送れる

ように、この経験を大切に小学校への期待が持てる 

ように取り組んでいきます。 

 

きます。 

 


